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グローバルにSCMの最適化を図り、

物流におけるCO2とコストの削減に取り組んでいます。

持続可能な社会を実現するために

は、物流活動から排出されるCO2

の削減は特に重要な取り組み課題

です。企業としてこの課題を解決し

ていくためには、CO2の削減と同時

にコストの削減も進める必要があり

ます。そのためにまず、物流における

改善テーマを明確にし、物流コスト

とCO2を同時に可視化し改善活動

を行っています。また、改善事例はグ

ループ内で迅速に水平展開すること

で効果の拡大につなげています。リ

コーグループでは、「モーダルシフト」

や「お客様への直送化」、「倉庫間物流

の効率化」など、グローバルSCM

（サプライ・チェーン・マネジメント）の

最適化を図り環境負荷低減をさらに

進めていきます。

動脈物流・静脈物流を一体化した循環型ロジスティクス（日本）
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・工場からお客様への直送体制の構築

・トラックから鉄道や船へのモーダルシフト

・リユースできる包装材の利用

・使用済み製品などの直接回収体制の構築

・回収センターなどインフラの拡充
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物流のCO2を算定する

情報システム構築

《リコーロジスティクス／日本》
省エネ法改正により、荷主に物流の省エ

ネルギー義務が課されました。リコーロ

ジスティクスは、物流事業者として、物流

のCO2排出量を算定する情報システム

の構築を進めています。改良トンキロ

法＊に基づいてCO2排出量を算定するた

めに、１輸送ごとに発着点間の距離、重

量、車種、使用燃料、積載率の情報を把

握できるようにしました。取得したデー

タは、省エネルギーはもちろん、物流改善

の情報としても活用されます。今後は、把

握した情報を荷主に提供するとともに物

流改善のポイントを提案していきます。

CO2（t） SOx（t）

2004年 1,451.0 0.4

1,467.7 0.42005年

1,368.0

NOx（t）

2.8

2.8

2.6 0.42006年

❶リコーロジスティクスの輸送におけるCO2、NOx、SOx排出量

事業所に関する取り組み 省エネルギー・温暖化防止（物 流）
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社用車の集中グリーン購買を推進し、
CO2排出量と燃料コストを削減。

欧州のリコーグループでは、2003年に社用車の集中グリーン購買を開始。今後

2年間で、4,000台を低燃費・低公害車に切り替えていきます。

欧州34カ国の販売会社が一体になって推進

欧州の販売統括会社リコーヨーロッパでは、欧州34カ国の販売会社の社用車、IT

システム、携帯電話などの集中グリーン購買を推進しています。欧州のリコーグルー

プ販売会社は、一人あたりのCO2排出量を年間�%削減することを目標としており、

リコーヨーロッパでは、目標達成に向けて、CO2発生量の50％を占めるとされる

営業担当者やサービス担当者が使用する社用車のCO2排出量削減が不可欠であ

ると判断しました。2003年に、ディーゼル車のフィルターや燃費、CO2排出量に関

する車の購買基準を設定し、社用車の集中グリーン購買をはじめました。2007年

夏にはさらに高い基準を設定する予定です。各販売会社はこの基準に基づいて、経

済的で、低燃費・低公害の車両を導入することで、CO2排出量削減と燃料コストの削

減を図っています。現在欧州のリコーグループでは約8,000台の社用車を使用して

おり、今後2年間で4,000台を順次、低燃費・低公害車に切り替えていく予定です。

社員に聞く　　社用車の集中グリーン購買

I N T E R V I E W

リコーヨーロッパ購買担当 

Tom de Bruin

＊ 改正省エネ法で採用されている物流活動に伴うCO2排出

　 量の算定方法。


